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法人理念を基に、具体的に明文化されたグループホーム独自の理念に添って利用者の歴史・人生観・
人生の先輩として尊敬を尊重すると共にプライバシー保護に配慮しながら家庭的な雰囲気の中でゆと
りと潤いのある生活環境を整えケアの実践に取り組んでいる。地域清掃・健康教室への参加、地域へ
向けてホームでの行事風景や活動の写真などを紹介した独自の広報誌を近隣へ配布する等、地域と
の交流の機会をを持っている。更に施設全体で行われる健康教室を利用して施設を見学の機会を持
ち、夏祭り・餅つきなど行事参加の呼びかけや学校行事の受け入れなど地域との相互の交流が持てる
ように取り組んでいる。食事の準備は調理から配膳・後片付けまで、利用者一人ひとりの力量に合わ
せて職員と共に行い、役割と活躍の場を提供している。更に畑で出来た食材をメニューに取り入れた
り、月２回の外食、月１回の誕生会は利用者の希望の料理で変化を楽しむ機会を持ち活気のある日々
が送れるよう取り組んでいる。

2770901342

平成22年5月26日

「愛」と「和」の理念の基、利用者様が共同生活を送る中で、自らの役割を担うことにより、達成感や満
足感を得られるよう、自信の維持援助に努める。
総合福祉施設の一事業として運営。その運営体制の下、職員育成を重視し、サービスの質の向上に
つなげている。利用者様に施設内の多種多様なイベント・レクレーションに参加していただくことで、生
活に楽しみごとや張り合い・活き活きとした雰囲気を持っていただく。また、日常生活の中ではグループ
ホーム独自の取り組みにより、その人らしさを尊重した、家庭的でゆったりとした雰囲気の中で、ご利用
者一人一人が役割と活躍の場を模しながら生活している。総合病院が母体であるため緊急時対応に
ついても安心感を得ていただいていると思っている。

社会福祉法人　恭生会

グループホーム　和朗園

認知症対応型共同生活介護（＋介護予防）

大阪府高槻市井尻２－３７－８

平成22年4月1日

株式会社H.R.コーポレーション

兵庫県西宮市甲陽園本庄町6番8号ー102

評価結果市町村受理日 平成22年8月10日

介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合

情報提供票を活用する場合 （別添情報提供票のとおり）
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認知症対応型共同生活介護 グループホーム和朗園 評価結果確定日平成22年8月10日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての意義を
踏まえた事業所理念をつくり、管理者
と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

○事業所と地域とのつきあい　

　利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう、事業所自体が地域
の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を、地域の人々に向けて活かしている

自己評価

Ⅰ．理念に基づく運営

外部評価

施設としての理念が
あり、文書化し各所
に掲示している。
ミーティング時な
ど、理念を唱和し、
周知を図っている。
新入職時にも説明
し、浸透に努めてい
る。

実施状況

利用者と共に地域清
掃へ参加し、地域と
の交流の機会をを
持っている。施設全
体で行われる健康教
室を利用して施設を
見学の機会を持つと
共に、地域へ向けて
ホームでの行事風景
や活動の写真などを
紹介した独自の広報
誌を近隣へ配布、し
グループホームへの
理解を深めるために
積極的な取り組みを
行っている。更に夏
祭り・餅つきなど行
事参加の呼びかけや
学校行事の受け入れ
などを行い地域との
相互の交流が持てる
ように取り組んでい
る。誕生日会や小旅
行などに家族参加を
呼びかけ家族との交
流を持てるように取
り組んでいる。

理念をケアの実践に
活かし理念実現に向
けて取り組むため
に、掲示・唱和だけ
でなく、研修や会議
の中で理念を活かし
たケアの実践が行え
ているか振り返りを
行い、理念の実現に
向けた取り組みを期
待する。

法人理念を基に、職
員でグループホーム
独自の理念を作り、
実現しやすいように
基本方針として利用
者の歴史・人生観の
尊重・人生の先輩と
しての尊敬・プライ
バシー保護・家庭的
な雰囲気の中でゆと
りと潤いのある生活
環境の整備等、幅広
く具体的な内容を明
文化して、全職員で
唱和し浸透を図ると
共にケアの実践に取
り組んでいる。

地域の学習会・清掃
活動にも参加、地域
の清掃活動、学校行
事等へ参加をしてい
る。必要時には、協
賛の形でも取り組ん
でいる。定期的に、
広報誌の配布も行っ
ている。

受け入れてもらえる
雰囲気作りが出来に
くい。

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

2 2

1 1

3
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認知症対応型共同生活介護 グループホーム和朗園 評価結果確定日平成22年8月10日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

自己評価 外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービ
スの実際、評価への取り組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い、そこで
の意見をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を蜜に
取り、事業所の実情やケアサービスの
取組みを積極的に伝えながら協力関係
を築くように取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域
密着型サービス指定基準及び指定地域
密着型介護予防サービス基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束しないケアに取り組んでい
る

何度も勉強会を催
し、理解に努めてい
る。施設全体教育に
も参加。防犯上の点
はルールを決めてい
る。

家族・住民・行政職
員などの構成で、
２ヶ月に１度の割合
で開催。議事録の掲
示もしている。
日帰り旅行・レク
レーション等を参考
にさせてもらってい
る。

言葉の拘束も含めた
身体拘束をしない方
針で全職員で取り組
んでいる。身体拘束
防止に向けてのマ
ニュアルを作成し、
法人全体の研修への
参加以外、ホーム独
自でも年間計画に基
いて、言葉の拘束に
ついての研修や勉強
会を実施している。
日々のケアの中で全
職員で拘束が行われ
ていないか振り返り
を行い身体拘束防止
への浸透を図ってい
る。現在地域包括支
援センターより拘束
についての助言や指
導が受けられるよう
な取り組みを検討し
ている。

市の介護相談員が定
期的に来訪しホーム
の状況や利用者から
の意見・要望などを
聞き、助言や意見交
換を行い市への情報
提供が行われてい
る。また、ケアマネ
ジャーが介護保険課
へ出向き、担当職員
の方と情報交換や
ホームの現状の情報
提供を行っている。

利用者代表・家族代
表・地域住民代表
（地域福祉委員・自
治会）・高槻市介護
保険課職員の参加の
下、２ヶ月に１回実
施している。出席者
から意見・助言・提
案を受け、サービス
の向上に反映させて
いる。今年度から利
用者・家族代表者を
２名から３名に増や
し、幅広い意見や要
望を聴取に取り組ん
でいる。来年度も増
員を検討している。
会議内容は職員に報
告し、ｻｰﾋﾞｽ向上に
活用している。

定期的に市の介護相
談員が来所し、助
言・意見交換を行っ
ている。計画作成者
は頻回に市の担当を
訪れ、情報交換に努
めている。

4 3

5 4

6 5
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認知症対応型共同生活介護 グループホーム和朗園 評価結果確定日平成22年8月10日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

自己評価 外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち、利用者の
自宅や事業所ないでの虐待が見過ごさ
れることがないよう注意を払い、防止
に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援
事業や成年後見人制度について学ぶ機
会を持ち、個々の必要性を関係者と話
し合い、それらを活用できるよう支援
している

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点を
尋ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会を
設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け、そ
れらを反映させている

意見箱を設置してい
る。また、定期的に
介護相談員が来所し
ている。運営推進会
議・来園時の声かけ
等により、意見や苦
情などを受け入れら
れる雰囲気つくりに
勤めている。アン
ケートも実施。

毎日の申し送りや定
期のカンファを通し
て意見が出せてい
る。

学ぶ機会を持てるよ
う努めているが充分
でない。

図っている。また、
疑問がある場合はそ
の都度対応してい
る。

勉強会を開催、又研
修に参加氏、意識の
向上に努めている。

月１回実施されてい
るグループホームカ
ンファレンスの中で
職員より意見・要望
を聴取する機会を設
けている。更に日々
の業務の中では、主
任・リーダーが職員
からの意見や要望を
聴取するようにして
おり、把握した意見
や要望は、施設長を
含め検討を行い運営
へ反映させるように
取り組んでいる。

今後も細かな意見や
要望を聞き逃さない
ような取り組みを期
待する。

介護相談員の定期的
な聞き取りの機会に
利用者・家族の意見
の把握が行われてい
る。家族面会時、声
かけを行い話しやす
い雰囲気作りに配慮
している。また、家
族からの意見や要望
がどのように対応さ
れるのかを分かりや
すく図を用いて明示
し、掲示している。
また、出された意見
や要望の対応結果も
明示し家族へ報告を
行っている。出され
た意見は内容は記録
して、職員全員で共
有し運営に反映でき
るように取り組んで
いる。意見箱の設置
も行っている。

7

8

9

10 6

11 7
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認知症対応型共同生活介護 グループホーム和朗園 評価結果確定日平成22年8月10日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

自己評価 外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力
や実績、勤務状況を把握し、給与水
準、労働時間、やりがいなど、各自が
向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとり
のケアの実際の力量を把握し、法人内
外の研修を受ける機会の確保や、働き
ながらトレーニングしていくことを進
めている

○同業者との交流を通じた向上

 代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会を作り、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階で、本
人が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、本人の安心を
確保するための関係づくりに努めてい
る

○初期に築く家族等との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、
要望等に耳を傾けながら、本人の安心
を確保するための関係づくりに努めて
いる

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段階で、本
人と家族等が「その時」まず必要とし
ている支援を見極め、他のサービス利
用も含めた対応に努めている

施設全体の教育委員
会や内・外部研修の
案内を掲示し、自己
啓発、資質向上の為
に参加を促してい
る。外部研修で学ん
だ知識の伝達研修も
している。
経験・習熟度による
個別研修も実施。

14

16

17

入所状況や本人の能
力に合わせて、他の
サービスや施設への
案内・提案や趣味嗜
好なども勘案しなが
ら対応に努めてい
る。

不十分である。他の
施設の見学や意見交
流を増やしていきた
い。

利用者・家族との面
談・施設見学を含
め、その後も密に連
絡を取ると共に、担
当ケアマネとも連携
をとり、不安なこ
と、求めていること
を受け止めるように
している。

12
充分とは言えない
が、より向上に向け
努めている。

住み慣れた環境、を
基本に不安排除に努
めている。

15

13
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認知症対応型共同生活介護 グループホーム和朗園 評価結果確定日平成22年8月10日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

自己評価 外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○本人と共に過ごし支えあう関係

 職員は、本人を介護される一方の立場
に置かず、暮らしを共にする者同士の
関係を築いている

○本人と共に過ごし支えあう家族との関係

 職員は、家族を支援される一方の立場
に置かず、本人と家族の絆を大切にし
ながら、共に本人を支えていく関係を
築いている

○馴染みの人や場と関係継続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよ
う、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わり
合い、支え合えるような支援に努めて
いる

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしなが
ら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている

18

退所後も希望がある
場合、継続した相談
に乗れるようにして
いる。また、退所後
も面会に行くよう努
めている。

利用開始時に生活習
慣など情報収集し、
馴染みの場所や交流
のあった人の把握に
努めるとともに、利
用者から聞き取れた
友人との交流が継続
できるように取り組
んでいる。また、行
きつけの美容院・喫
茶店などの利用継続
を家族と共に支援し
ている。

利用者が馴染みある
喫茶店・店などを利
用し、良い関係が継
続できるようにして
いる。

利用者同士の関係に
合わせ、座席の配
慮・趣味の共有など
で、関わりあえてい
けるよう努めてい
る。

家事の仕方や昔から
の習慣、草花の名
前・調理等、教えて
いただくことを主体
にしている。外食・
ウインドショッピン
グ等、一緒に外の空
気に触れていただく
機会も多くしてい
る。

外出や行事等に家族
も参加をしている。
又、園芸など得意と
する分野での、家族
主導型も取り入れて
いる。

19

20 8

21

22
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認知症対応型共同生活介護 グループホーム和朗園 評価結果確定日平成22年8月10日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

自己評価 外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いやり意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利
用の経過等の把握に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めて
いる

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必
要な関係者と話し合い、それぞれの意
見やアイディアを反映し、現状に即し
た介護計画を作成している

利用者の些細な変化
を見逃さないように
し現在の利用者の状
況を出来る限り維持
できるように予防的
な関わり、ケアが実
施できる計画作成を
期待する。

サービス担当者会議
へ家族・本人に参加
を依頼して利用者家
族の希望や要望を聴
取し、介護計画を作
成している。「ケア
プランチェック表」
を活用し、日々計画
が実施されているか
確認している。最低
でもモニタリングは
３ヶ月に１回、変化
があればその都度実
施し、定期的・随時
の計画の見直しを実
施している。

サービス担当者会議
は、出来るだけ家族
も出席できるように
努め、利用者、家族
等関係者と意見を出
し合い、介護計画を
作成している。　参
加困難な家族には、
意見・要望などの聞
き取りによることも
ある。

本人や家族から聞き
取り、大きな環境の
変化が生じないよう
にしている。

自立支援を図る為に
入所者の「できるこ
と、できないこと」
については極力口を
出さず、見守ったり
職員が一緒に行うよ
うにしている。

自立支援を図る為に
入所者の「できるこ
と、できないこと」
については極力口を
出さず、見守ったり
職員が一緒に行うよ
うにしている。部屋
環境も、なじみ・思
い出を大切に出来る
よう、家族にも働き
掛けている。

利用開始時のアセス
メントで、利用者・
家族から思いや意向
の把握に努め、日々
関わる中で知りえた
利用者の思いや意向
をカンファレンスや
ミーティングの中で
話しあり情報を共有
し支援できるように
取り組んでいる。セ
ンター方式を利用し
半年に１回更新して
いる。

23 9
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26 10
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認知症対応型共同生活介護 グループホーム和朗園 評価結果確定日平成22年8月10日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

自己評価 外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間
で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービス
にとらわれない、柔軟な支援やサービ
スの多機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域
資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむ
ことができるよう支援している

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と
事業所の関係を築きながら、適切な医
療を受けられるように支援している

○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職
員や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるよう支援している

利用者・家族の希望
を聞き馴染みのかか
りつけ医への受診継
続ができるように支
援している。緊急受
診時は協力医療機関
に職員が同行して情
報の提供をしてい
る。家族が受診同行
する場合は、診察依
頼表を受診の都度家
族に渡し、医療機関
に状況提供が出来る
ようにしている。受
診後は家族より受診
結果について報告を
受け経過記録に記載
している。歯科は必
要に応じて往診を受
けている。眼科・皮
膚科は、月に１回の
受診体制がある。

本人及び家族の希望
を大切にし、今まで
のかかりつけ医を継
続できるように支援
している。又、併設
クリニック・系列母
体の病院との協力体
制は確立できてい
る。

併設クリニックの看
護師に医療活用や日
常の健康管理につい
て相談している。

家族の状況に応じ、
出来るだけ通院送
迎・外出などの支援
も行うように努めて
いる。又、併設事業
所との協力も仰ぎな
がら種々の支援に努
めている。

出来るだけ地域イベ
ントを含め、交流・
支援環境を作れるよ
うに努めている。

日々の様子や実施内
容について、個別に
記録し、一元的にな
らないよう見直しに
活かしている。

27

28
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30 11

31

（大阪GH用） 7/14 株式会社H.R.コーポレーション第三者評価部



認知症対応型共同生活介護 グループホーム和朗園 評価結果確定日平成22年8月10日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

自己評価 外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に
退院できるように、病院関係者との情
報交換や相談に努めている。又は、そ
うした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあり方に
ついて、早い段階から本人・家族等と
話し合いを行い、事業所でできること
を十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、
全ての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付け
ている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全
職員が身につけるとともに、地域との
協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重とプライバ
シーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応
をしている

プライバシー保護・
個人情報保護法につ
いてのマニュアルを
整備し、年間計画に
添って研修で全職員
に周知徹底するよう
に取り組み、職員の
理解を深めている。
全職員で利用者一人
ひとりのプライバ
シーや尊厳を傷つけ
ないような言葉がけ
を心がけている。

年２回施設全体で防
災訓練を昼夜想定で
実施している。地域
の消防団の方にも参
加してもらい協力体
制を整えている。施
設全体で備蓄も整え
ている。

他の利用者への影響
などを考え段階的な
利用者・家族との話
し合いを行い職員と
共に統一した方針で
取り組まれることを
期待する。

重度化・看取りの指
針を作成し、利用開
始時に利用者・家族
に説明して同意を得
ている。重度化した
場合には同法人施設
との連携により利用
者・家族が不安なく
生活できるように取
り組んでいる。

常に入所者一人ひと
りの人格を尊重し、
誇りやプライバシー
を損ねるような言葉
かけや対応を行って
いない。又、職員研
修・誓約書による体
制も敷いている。

年２回の防災訓練を
実施している。利用
者も参加している。
グループＨでの夜間
想定訓練も実施。

年１回以上、救急救
命講習などの講習に
参加。

入院中の状況につい
て、家族のみなら
ず、入院病診連絡室
と連携を図ってい
る。

グループホーム利用
が困難、などのこと
を想定して、時々ご
家族とも話し合って
いる。医療連携体制
加算・見取り指針の
制定のより、系列施
設との体制を確立
し、本人・家族の安
心感も得られるよう
にした。

32
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（大阪GH用） 8/14 株式会社H.R.コーポレーション第三者評価部



認知症対応型共同生活介護 グループホーム和朗園 評価結果確定日平成22年8月10日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

自己評価 外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を
表したり、自己決定できるように働き
かけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく、一人ひとりのペースを大切
にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれ
ができるように支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一
人ひとりの好みや力を活かしながら、
利用者と職員が一緒に準備や食事、片
付けをしている

各フロアーで調理か
ら配膳・後片付けま
で、利用者一人ひと
りの力量に合わせて
利用者と共に実施し
て、職員も利用者と
共に会話を楽しみな
がら一緒に食べるよ
うにしている。栄養
委員会で定期的に嗜
好調査を行い、利用
者の希望や好みのも
のをメニューを取り
入れるようにしてい
る。更に畑で出来た
食材をメニューに取
り入れたり、月２回
の外食、月１回の誕
生会は利用者の希望
の料理で変化を楽し
む工夫もされてい
る。

行きつけの美容院に
行き易いようにして
いる。外出の際に
は、外出用の服装に
なるように支援して
いる。「祭り」の時
は、希望に合わせて
浴衣や甚平が着られ
るように、ご家族と
連絡を取り合ってい
る。

調理・配膳・食器洗
いも、出来る限り利
用者の意見も取り入
れ、一緒にして楽し
んでいる。調理方法
を一元化しない・自
家栽培の利用などの
工夫もしていってい
る。

筆談、ジェスチャー
を用いる事も取り入
れ、本人の希望が聞
けるように工夫して
いる。

１人１人のペースや
好みを把握し、それ
に応じた声かけのタ
イミングや方法に配
慮している。食事や
外出の際の組み合わ
せの際にも、常に配
慮している。

37
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認知症対応型共同生活介護 グループホーム和朗園 評価結果確定日平成22年8月10日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

自己評価 外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が
一日を通じて確保できるよう、一人ひ
とりの状態や力、集会に応じた支援を
している

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態や
本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄パターン、
習慣を活かして、トイレでの排泄や排
泄の自立に向けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、
飲食物の工夫や運動への働きかけ等、
個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように、職員の
都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援をしてい
る

利用者の希望に合わ
せ入浴が実施できる
ように支援してい
る。拒否が強い方に
は、家族に協力して
もらい気持ちよく入
浴が安心してしても
らえるように声かけ
や誘導を行ってい
る。入浴剤・菖蒲湯
や柚子湯など季節で
湯を楽しめるように
支援している。

排泄チェック表で利
用者の排泄パターン
を把握し、利用者一
人ひとりに合わせた
誘導や声かけを行い
自立へ向けた支援を
行っている。利用者
への排泄支援を行う
場合、利用者の自尊
心を傷つけないよう
な言葉かけや対応に
気をつけている。

必要な方には、排泄
パターンの把握、タ
イムリーな誘導を
行っている。食事や
水分の摂取や日中の
活動に配慮してい
る。

散歩・ラジオ体操・
水分摂取の確保に努
めている。１人１人
の嗜好に応じた飲み
物を用意する等して
いる。（栄養補助食
品・ドリンクなども
考慮）

入浴時間の希望、入
浴剤を使う、など楽
しめる工夫をしてい
る。

管理栄養士が作成し
たメニューを参考に
調理している。１０
時と３時をおやつに
時間を決め、１人１
人の嗜好に応じた飲
み物を用意する等し
ている。（栄養補助
食品・ドリンクなど
も考慮）

声かけや促しをして
いる。協力医療機関
の歯科よりの衛生士
のアドバイスも受け
るように努めてい
る。

41
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認知症対応型共同生活介護 グループホーム和朗園 評価結果確定日平成22年8月10日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

自己評価 外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて、休息したり、安心して
気持ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や要領について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確
認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように、一人ひとりの生活歴や力を
活かした役割、嗜好品、楽しみごと、
気分転換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に努
めている。また、普段は行けないよう
な場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけ
られるよう支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大
切さを理解しており、一人ひとりの希
望や力に応じて、お金を所持したり使
えるように支援している

外出の機会が多くも
てるように買物や日
帰り旅行・散歩やド
ライブに利用者の希
望や体調に合わせて
支援している。畑や
ベランダ演芸なども
取り入れ、気分転換
やストレス発散・五
感刺激の機会として
も多くの機会を持つ
ように取り組めてい
る。

全員が、順番に外出
機会を得られるよう
に計画。随時、散歩
やドライブに行き、
畑・ベランダ園芸な
ど個別支援にも心が
けている。

個々に応じて、一緒
に買い物に行き、支
払いをして貰ってい
る。ご家族とも金銭
に関わるトラブルと
金銭を使う意味を話
し合っている。

医師・看護師からの
説明を理解し、共有
している。変更ある
場合はご家族にも伝
えている。

１人１人の希望や能
力に応じて、ドライ
ブに行ったり、習字
や歌を歌ったり、調
理等の家事・畑仕事
など分担している。

夜には照明を落と
し、静かにするよう
にしている。昼間、
自室で休むときには
室温や換気に注意し
ている。
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認知症対応型共同生活介護 グループホーム和朗園 評価結果確定日平成22年8月10日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

自己評価 外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話を
したり、手紙のやり取りができるよう
に支援している

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）は、利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音、光、色、広さ、温度など）
がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場
所づくり
　共用空間の中で、独りになれたり、
気の合った利用者同士で思い思いに過
ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人
や家族と相談しながら、使い慣れたも
のや好みのものを活かして、本人が居
心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

○一人ひとりの力を活かした安全な環
境づくり
　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安
全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

55

居室には、ベッドと
クローゼットが備え
付けられ畳・フロー
リングの選択もでき
柔軟な対応が出来る
ようになっている。
利用者が使い慣れた
箪笥・座卓・鏡台な
どが持ち込まれ、利
用者の以前の生活を
思い起こせる佇まい
となっており、その
人らしく居心地よく
安心した生活が送れ
る配慮が見られる。

 

窓から差し込む自然
の光や風をカーテン
や窓の開閉で調整
し、気持ちよく過ご
せる環境を整えてい
る。共用空間の壁面
は写真・作品を飾り
季節感が感じられ、
台所からは職員の話
し声、食器の音が聞
こえるなど、家庭的
な雰囲気で心地よく
過ごせる場所となっ
ている。利用者の動
きに配慮して机や椅
子・ソファーを配置
し、利用者が安心し
て移動できるように
している。

何ヶ所かに椅子やソ
ファーを置いてお
り、各々好みに依っ
て使っている。

畳やカーペットを利
用したり、なじみの
家具を持ってきて貰
う、飾り物をしてい
ただく等、家族協力
もお願いしている。

電話の取次ぎしてい
る。一緒に電話をか
けに行っている。年
賀状なども出しても
らっている。

カーテンや窓の開閉
に配慮している。季
節毎に飾り物を飾っ
ている。トイレの使
用方法は、違和感の
無い範囲で文書表示
している。

51

52 19

53

54 20

個々に応じて踏み台
を使うなどしてい
る。水洗の使い方を
書い貼っている。入
浴時の洗剤に「頭」
「身体」等表示して
いる。
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認知症対応型共同生活介護 グループホーム和朗園 評価結果確定日平成22年8月10日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

自己評価 外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

Ⅴ　アウトカム項目

○

○

○

○

○

○

○

○

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過
ごす場面がある

56
職員は利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の３分の２くらいの
③利用者の３分の１くらいの
④ほとんど掴んでいない

①毎日ある
②数日に1回ある
③たまにある
④ほとんどない

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮ら
している

59
利用者は、職員が支援することで生き
生きした表情や姿がみられれている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出
かけている

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面
で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者と
②利用者の３分の２くらいと
③利用者の３分の１くらいと
④ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応
じた柔軟な支援により、安心して暮ら
せている

63
職員は、家族が困っていること、不安
なこと、求めていることをよく聞いて
おり信頼関係ができている
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認知症対応型共同生活介護 グループホーム和朗園 評価結果確定日平成22年8月10日

実施状況
次にステップに向け
て期待したい内容

自己評価 外部評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

○

○

○

○

○

①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどいない

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くない

64
通いの場やグループホームに馴染みの
人や地域の人々が訪ねてきている

65

運営推進会議を通して、地域住民や地
元の関係者とのつながりの拡がりや深
まりがあり、事業所の理解者や応援者
が増えている

①ほぼ全ての家族が
②家族の３分の２くらいが
③家族の３分の１くらいが
④ほとんどできていない

①ほぼ全ての職員が
②職員の３分の２くらいが
③職員の３分の１くらいが
④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

66 職員は活き活きと働けている

67
職員から見て、利用者はサービスにお
おむね満足していると思う

68
職員からみて利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う
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